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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 14 ⽇ 
● 事 業 名 ： ⼈形たちとつくるコミュニティスポット 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈⻑野県みらい基⾦ 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈いいだ⼈形劇センター   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1-1．⼦ども・若者とその家族が
容易に訪れることができる居場
所が⽣まれる。 

⼦ども・若者とその家
族の居場所設置数（実
数把握） 

1 か所／飯⽥市 2020 年 
10 ⽉ 
 

毎週⽕曜、第１・３⽊曜、第２・４
⼟曜に開設 
コロナの影響はあるが、可能な限り
開所している。 
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2-1. 短期⼈形劇ワークショッ
プを通して、⼦ども・若者がどう
やって作ることができるかを体
験する場となる。 

①ワークショップ開
催回数（実数把握） 
②ワークショップ参
加⼈数（実数把握） 

①6 回／年 
②5 ⼈／回 

2023 年 
3 ⽉ 

①は年 6 回実施 
②5 ⼈／回 
（6 回計 34 ⼈） 
ワークショップ回数と参加者数は
⽬標値に達している。⼀定の参加者
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を得られている。 
2-2. 定期的に専⾨家を配置し、
⼦ども・若者が失敗を繰り返し
ても、いつでもやり直せる環境
となる。 

①開所⽇数（実数把
握） 
②専⾨家の配置⽇数
（実数把握） 

①80 ⽇／年 
②30 ⽇／年 

2023 年 
3 ⽉ 

①68 ⽇／年 
②68 ⽇／年 
⻑野県のコロナ警戒レベル５に伴
い、19 ⽇間休⽌したため、⽊寮に届
かなかった。 
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3-1. ⾼齢者や地域住⺠が⼈形
劇活動の場に参加し、居場所を
⽀える存在となる。 

①⾼齢者等の参加⽇
数（実数把握） 
②⾼齢者等の参加者
数（実数把握） 

①80 ⽇／年 
②延べ 200 ⼈／年 

2023 年 
3 ⽉ 

①57⽇／年 
②延べ 77⼈／年 
現状、⾼齢者の積極的な参加を促し
にくい状況である。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
・動画制作ワークショップに参加し、定期的に通っている⼩学⽣が⾃ら作品をつくり続け、Youtubeに作品を公開するようになった。また
今年度開催したワークショップにサポートスタッフとして参加したりするなど、他者とのかかわりも増えた。動画制作を通して１年で⼤き
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な成⻑が⾒られた。 
・アウトリーチ活動を通じて、不登校の中学⽣５⼈と⼀緒に２⽇で計４時間、⼈形劇づくりを体験した。私たちスタッフの要求に応えてい
くことで、彼らの変わっていく様⼦が⾒て取れた。施設スタッフもその変化に驚いていた。⼈形を使うことによって、⾃分ではない「何か」
になれる。これは不登校⽣など、繊細な⼦どもたちにとって、⾃⼰表現を可能にするひとつのきっかけになる。 
・重度を含む障がいを持つ⼦どもを受け⼊れている施設において⼈形劇公演と⼈形遊びをした。コロナ禍においてますます外出することが
難しくなっている⼦どもたちと、彼らと毎⽇接するスタッフが⼈形劇を楽しんだ。普段とは異なる⼈形を使ったコミュニケーションにとて
も興味を⽰していた。⼈形は⼦どもたちよりも⼩さいため、安⼼して接することができる。これも⼈形劇の⼤きな特徴である。 
・今年度これまでの活動に関⼼を⽰し、新たなスタッフが３名加わった。また臨床⼼理⼠と⼀緒に活動を振り返り、専⾨家の意⾒を聞いた。
その中からアウトリーチ活動にさらに重きを置いて事業を実施していくことがアウトカムを実現でき、当センターの役割や差別化も明確に
なった。 
・教育委員会を通して、各学校にほっこり活動のチラシを配布した。ほっこりの活動が少しずつ浸透し、飯⽥市の⻑期⽋席児童⽣徒⽀援ネ
ットワーク協議会に次年度から参加することになった。 
・JANPIA 主催のプロボノ・マッチング会を通じて、企業連携の可能性が出てきた。１年前からソニーが開発したプログラミングツールMESH
と⼈形劇を組み合わせた活動を検討していた。今回、そのソニーとの⾯談が計画されている。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
国や⻑野県の指針に従って、マスク着⽤・検温・消毒・会場内換気などを徹底している。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  ・⻑野放送NBS「ふるさとライブ」にてアウトリーチの様⼦が放映された 2022 年 2 ⽉ 1 ⽇ 
  ・11 ⽉ 12 ⽇ 信濃毎⽇新聞「飯⽥で居場所づくり 活動広げる」 

  
2.広報制作物等 

・４⽉発⾏ 季刊情報誌Dogushi Vo.33 特集 ココロを豊かにするきっかけづくり 年間イベントスケジュール １⾴掲載  
7000部印刷 飯⽥市内全域回覧 

・７⽉発⾏ 季刊情報誌Dogushi Vo.34 特集 突撃!! ⼈形劇のゲ・ン・バ スペシャルいいだ⼈形劇フェスタにむけて 
奮闘する市⺠劇団 １⾴掲載 7000部印刷 飯⽥市内全域回覧 

・１０⽉発⾏季刊情報誌Dogushi Vo.35 特集 ⼈形たちとつくるコミュニティスポット「ほっこり」オープン⼀周年 2⾴掲載 
     6900部印刷 飯⽥市内全域回覧 

・１⽉発⾏ 季刊情報誌Dogushi Vo.36 特集 ⼈形持ってどこへでも ⼦どもたちの「居場所」づくり 2⾴掲載  
6800部印刷 飯⽥市内全域回覧 

  ・ほっこりミニライブチラシ 6 ⽉制作、7⽉発⾏・配布 300部印刷 
・ほっこりチラシ 8−9 ⽉掲載 7⽉制作・配布 100部印刷 

  ・動画制作ワークショップチラシ（裏⾯）⼈形づくりワークショップ 10 ⽉制作、10 ⽉発⾏・配布 8,500部印刷 
  ・ほっこり学習⽀援チラシ 12 ⽉制作、12 ⽉発⾏・配布 950部印刷 

・Facebook、Twitter 本格運⽤ 2022 年 2 ⽉ 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：HPが不正アクセスの影響で不具合が⽣じたため、⼀部データの⼊
替えをした。そのため、公開できていなかった。2022 年 5 ⽉中にすべて公開予定 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
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þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 



7 
 

      
ほっこり内の舞台セット（⾃由に遊べる）         親⼦で⼈形劇に取り組んでいる 

     

アウトリーチ ⼈形劇公演後、⼈形で遊ぶ⼦どもたち    アウトリーチ 中学⽣の⼈形づくり 


